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１０．１１

合併号

第

一

回

少

年

ス

ポ

ー

ツ

大

会

体
育
の
日
、
佐
井
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
か

れ
ま
し
た
。
す
き
と
お

る
よ
う
な
青
い
空
、
風

も
な
く
絶
好
の
大
会
日

和
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は

駅
伝
競
走
を
の
ぞ
い
て

個
人
対
抗
で
し
た
。
駅

伝
競
走
が
始
ま
る
こ
ろ

に
は
、
応
援
の
人
で
い

っ
ぱ
い
。
磯
谷
中
チ
ー

ム
と
佐
井
中
（
古
佐
井
）

チ
ー
ム
の
ト
ッ
プ
争
い

は
最
後
ま
で
、
予
断
を

許
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
位

磯

谷
中
チ
ー
ム
、
二
位
、

佐
井
中
（
古
佐
井
）
チ

ー
ム
、
一
二
位

佐
井
中

（
部
落
）
チ
ー
ム
以
下

福
浦
中
チ
ー
ム
、
佐
井

中
（
大
佐
井
）
チ
ー
ム

長
後
中
チ
ー
ム
、
牛
滝

中
チ
ー
ム
。



政
治
討
論
会
が

〈

開
か
れ
ま
す

十
一

月
八
日

午
後
六
時
三

十
分
か
ら

卞

ノ
タ
ー
研

修
室
で
政

治
討

論
会

が
開

か
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
明

る
く
正

し

い

選
挙
推
進
運
動
の
一
環

と
し

て
開
か
れ

る
も
の
で
、
講
師
と
し

て
、
自
由

民
主

党
青
森
支
部
連
合

会
政

調
会

副
会

長
、

吉
田
秀
雄
、
民
社

党
青
森
県
連
合
会

執

行
委
員
長

、
宇
野
栄
二

、
公

明
党
青
森

県
本
部
長

、
古
寺
宏
、
日
本

社
会

党
政

策
審
議
局
長

、
船

橋
裕
太
郎

日
本
共

産
党
青
森
県
常
任
委
員

農
漁
業

政
策
委

員
長
、
木
村
昭
四
郎

各
氏
が
派
遣
さ

れ
「
下

北
に

お
け
る
沿

岸
漁
業
の
振
興

策
に
つ

い
て

、
我

が
党
は
か
く
考
え

る
」

を
テ

ー
マ
に
し
て

討
論
が
行
な
わ
れ
ま

す

か
ら

、
多
数
参

加
し
て
下

さ

い
。

選
挙
管
理
委
員
会

明

る
く
正
し

い
選
挙
推
進
協
議
会

家
庭
健
康
大
学

開
講
さ
れ
る

九
月
十
二
日
、
午
後
一
時
か
ら
家
庭

健
康
大
学
が
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
講
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
百
十
名
の
中
込
者
が

あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
雨
が
降
っ
て
い

る
せ
い
か
、
六
十
名
の
受
講
者
し
か
な

く
関
係
者
を
が
っ
か
り
さ
せ
ま
し
た
。

今
年
の
健
康
大
学
の
特
色
は
、
講
師
か

ら
聞
く
だ
け
で
な
く
、
十
六
ミ
リ
映
画

を
使
っ
て
目
で
見
る
こ
と
を
取
入
れ
た

こ
と
で
す
。

こ
の
健
康
大
学
は
、
家
族
の
健
康
を

守
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
ね
ら
い
で

す
。
家
庭
の
健
康
管
理
者
で
あ
る
お
母

さ
ん
方
が
、
第
一
回
の
学
習
謬
題
で
あ

る
「
中
年
か
ら
の
健
康
」
を
熱
心
に
勉

強
し
て
い
ま
し
た
。
十
二
月
五
日
ま
で

の
八
日
、
全
員
そ
ろ
っ
て
修
丁
証
書
を

手
に
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

妊
娠
は
五
ヶ
月
前

に
届
出
て

母
子
の
健
康
を

守
り
ま
し
ょ
う

家庭健康大学日程表

月 日 曜日 日数 学習課題 内 容 講 師 時 間

１１

７ 水 ５ 家庭看護 ①
あたったときの看護と

ねたきり老人の看護の仕方

保 健 所

保 健 婦 他

１３，００～

ｔ６，００

１４ 水 ６ ク ② 子供の病気と救急看護
佐 井 村

保 健 婦 他

１３，００～

１６．００

２１ 水 ７ 栄養教室 ② 健康と食生活について
保 健 所

水 村 栄養士

１３，００～

１５，００

１２ ５ 水 ８
閉 講 式

（反省会）

学習の反省と今後の活動を

話し合う

役 場 保 健 所

司会佐井村保健婦

１３，００～

１６．００

一

町

二

ヶ

村

陸

上

縣

技

大

会

行

な

わ

れ

る

九
月
二
十
三
日
午
前
十
一
時
か
ら
、

ｍ

が
降
り
続
く
佐
井
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
雨
の
中
、
各
競

技
に
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
当

村
か
ら
参
加
し
た
選
手
は
、
全
種
目
に

入
賞
し
て
、
総
合

ふ
で

女
優
勝
し
ま

し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
合
一

一
位一

佐
井
チ
ー
ム

ー
五
六
点

二
位

大
間
チ
ー
ム

匸
一
四
・
五

点

三
位

風
間
浦
チ
ー
ム

匸

ご
二
・

五
点

【
男
子
の
部
一

一
位一

佐
井
チ
ー
ム

コ

ニ
・
五

点

二
位

風
間
浦
チ
ー
ム

九
三
点

三
位

大
間
チ
ー
ム

ハ
九
・
五
点

｛
女
子
の
部
一

一
位
｝
佐
井
チ
ー
ム

四
三
・
五
戸

二
位

大
間
中
チ
ー
ム

三
五
点

三
位

風
間
浦
チ
ー
ム

三
〇
・
五

点

保

健

婦

だ

よ

り

ネ
ズ
ミ
の
駆
除

刈
り
入
れ
と
共
に
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
被



害

が
出

る
季

節
に
な
り

ま
し
た

。
わ
が

国

の
ネ
ズ
ミ
に
ょ

る
被

害
は

経
済
的
に

は
勿
論
、
衛
生
的

に
も
極

め
て
重
大
な

も
の
で
す
。
穀
類

約
六
百
五

十
万

石
、

衣
類
、
家
具
、
書
籍
、
堤
防

の
破
壊
、

電
線
の
咬
害
等
そ
の
被

害
は
五
年

間
二

三

千
億
円

と
推
定
さ
れ
ま
す

。
ま
た
、

伝
染
病
の
媒
体
と
し
て

、
赤
痢
、
腸
チ

フ
ス
細
菌
性
の
食
中
毒
（

サ
ル
モ
ネ
こ

発
疹
熱
、
ワ
イ
ル
ス
氏

病
、
猟
咬
症
、

野
ネ
ズ

ミ
に
ょ

る
恙
虫
病
等
の
病
原
菌

を
ま

き
ち

ら
し

て
い
ま
す
。

生

態

○

ネ

ズ
ミ
は
主
と
し
て
夜
間

に
活
動

す

る
の
で
、
耳
、
鼻
、
眼
が

特
に
発

達
し

て
い
ま
す
。
ヒ
ゲ

に
よ

る
触
覚

も
非

常
に
鋭
敏
で
す
。

Ｏ

行
動
半
径
は
二

十
五

メ
ー
ト
ル

位

で
巣
か
ら
二
百

メ

ー
ト
ル
以
上

遠
い

場
所

に
は
出

ま
せ
ん
。

Ｏ

ネ
ズ
ミ
は
生
後
約
十
日
で

開
眼
し

三
ヶ

月
後

に
は
繁
殖
を
始
め

ま
す
。

妊
娠

期
間
三

週
間
で
年
五
～
六
回
分

娩
し

、
一

回
に
五
～

十
匹
の
仟
を
産

む
の
で
、
一
組
の
ネ
ズ
ミ
の

夫
婦

は
、

自
然
会

の
制
約
を
考
慮
し
て

も
、
一

年
後

に
は
約
手
五
百
匹
位

に
繁
殖
す

る
も
の
と
推
定
さ

れ
ま
す

。

○

ク
フ
不
ズ
ミ
、

ド
ブ
ネ
ズ

ミ
の
寿

命
は
約
三

年
と

い
わ
れ

て
い
ま
す
。

○

ネ

ズ
ミ
は
一
日
に

体
重

の
約
四
分

の

Ｉ
～
四

分
の
三
を
食

べ
ま
す
の
で
、

仮
に
体
重
の
二
百

グ
ラ
ム
の
ネ
ズ
ミ

が
二

十
匹
棲
ん
で

い
る
穀
倉
で
は
、

毎
日
一

キ
ロ
グ
ラ

ム
～
三

キ
ロ

グ
ラ

ム
食

い
荒
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す

。

駆
除
方
法

ネ

ズ
ミ
の
駆

除
は
、
人
間
と
ネ

ズ

ミ
の
不

断
の
斗
争
で
あ
り
、
知
恵

く

ら
べ
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で

は

あ
り
ま
せ
ん
。
殺
猟
済
の
長
所
（

毒

飼
に
よ
る
駆
除
方
法

）
と
牛
ス

ミ
の

生

活
の
短
所
（

環
境
的
又
は
生
態

的

駆

除
方
法
）
と
を
巧
に
結
び

つ
け

て

こ
そ

、
完

全
な
駆
除
方
法
と
言
う

こ

と
が
で
き
ま
す
。

時
期

ネ
ズ
ミ
の
食
物
の
最
も
少

な
い
季

節
の
晩
秋
か
ら
、
早
春

に
か
け
て
が

好

期
で
す
。
ネ
ズ
ミ
は

夜
行
性

の
動

物
で
す
か
ら
、
午
後

か
ら
夕

刻
に

か

け
て
配

置
す

る
の

が
最

も
よ
く

効
果

的
で
す
。

投

飼
上

の
注

意

Ｏ

ネ
ズ
ミ
は
異
物
反
応
が
あ

る
場
合

は
、
警
戒
心
が
強
く
な
り
ま
す
か

ら

毒
飼
は
牛
ス
ミ
穴
よ
り

Ｉ
メ

ー
ト
ル

位
離
れ
た
所
へ
置
く
の

が
よ

い
。
直

ぐ
喫
食
し
な

い
時
は
二
～

三
日
投

飼

を
続
け
て
下

さ
い
。

○

ネ
ズ
ミ
は
食
物
を
一
度

に
全
部
食

い
尽
す
こ
と
な
く

、
毒

飼
は
一

個
よ

り
数
個
を
、
ま
た
一

個
の
毒

飼
を
出

来

る
だ
け
小

さ
く
す

る
こ
と
が
特
に

大
切
で
す
。

○

交
尾
期
（
天
井

裏
で

さ
わ
ぐ
）
を

過

ぎ
て
か
ら
、
毒

飼
を

配

置
し
て
下

さ
い
。

○

残
茱
、
残
飯
、
家
畜

の
飼
料
等
は

毒
飼
配

置
の
二

日

前
か
ら
、
ぶ
だ
の

出

来
る
容
器
に
片
付

け
て
下

さ

い
。

改

善

さ

れ

た

国

民

年

金

ま
ち

に
ま
っ
た
国
民
年
金
法

の
改
正

案
が
九
月
十
八

日
に
成
立
し
ま
し

た
。

国

民
年

金
制
度
が
始
ま

っ
て
か
ら
十

二
年
目

で
、
本
格
的
な
年
金
制
代

に
ふ

さ
わ
し

い
制
度
に
発
展
し
ま
し

た
。

再
開

さ
れ
た
五
年
年
金

高
齢
者
（
叫

治
三

十
九
年
四
月
二

日

か
ら
明
治
四

十
四

年
四
月
一
日

ま

で
に
生
れ
た
人
）
の
方

が
一
人

で
も

多
く
、
き
よ
・
出
制
の
年
金
を
う

け
て

も
ら
う
た
め
五
年

年
金

に
再

加
入

で

で
き
る
道
を
再

開
し
ま
し
た

。

・

加
入
で

き
る
人

】
」

今

ま
で
き
よ
出
制
の
年
金

に
加

入

し
な
か
っ
た
人

口

十
年
年

金
、
五
年
年
金

の
加
入

を

途
中

で
や
め
た
人

な

ど
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
恩

給

や
年
金

等
を

う
け
て

い
る
人
や
他
の

公
的
年
金

制
度
に
加
入
し
て

い
る
人

は
の

ぞ
か
れ
ま
す
。

加
入

の
申
出

は
、
四
十
八
年
十
月

か
ら
四
十

九
年
三

月
ま
で
の
間

に
行

な
わ

れ
ま
す
。
保
険
料
は
一
ヶ

月
九

百
円
で
す

。

新
し
く
設
け
ら
れ
た
制
度

老
齢
特
別
年
金

現
在
、
六
十
七
纔

か
ら
六

十
九
歳

（

明
治
三

十
七
年
一
月
二
日

か
ら
明

治
三

十
九
年
闌
月
一
日
生

れ
）
ま
で

の
お
年
寄
り
に
は
、
福

祉
年
金

に
準

じ
て
老
齢
特
別
給
付
金
を
四
十
九
年

一
日

か
ら
支
給
す

る
こ

と
に
な
り
ま

す
。
年

金
額
は
、
四

万
八
千
円
（
月

額
四

千
円

）
で
、
所
得
制
限

の
適
用

や
支
払
時
期
な
ど
は
老
齢

福
祉
年

金

と
同

じ
よ
う
に
あ
つ
か

わ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
、
祖
父
母
に

支
給
さ
れ
る
特
別

給
付
金
制
度
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
戦
没
者
等
の
妻
に
支
給
さ
れ
る
特

別
給
付
金
に
つ
い
て

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
二
十
万
円

の
特
別
給
付
金
が
満
額
支
払
完
了
と

な
っ
た
場
合
は
新
た
に
六
十
万
円
の

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
昭
和
四
十

八
年
四
月
一
日
（
昭
和
五
十
一
年
鐡

後
に
満
額
支
払
完
了
と
な
る
場
合
は

そ
の
支
払
完
了
と
な
る
年
の
十
月
一

旦

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
、
遺
族
給
与
金
ま
た
は
殉
職

年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
戦
没
者
の
父
母
等
に
支
給
さ
れ
る

特
別
給
付
金
に
つ
い
て

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
十
四
万
円

特
別
給
付
金
が
満
額
支
払
完
了
と
な

っ
た
場
合
、
新
た
に
三
十
万
円
の
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
昭
和
四
十
八

年
四
月
一
日
（
昭
和
四
十
九
年
以
後

満
額
支
払
完
丁
と
な
る
場
合
は
そ
の

支
払
完
丁
と
な
る
年
の
十
月
一
日
）

に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

遺
族
給
与
金
、
ま
た
は
殉
職
年
金
等

を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は
役
場
民
生

相
談
課
で
行
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
申

出
で
下
さ
い
。

部
落
地
域
集
団

電
話
が
開
通

現
在
ま
で
の
電
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
に

改
め
ら
れ
ま
す

待
望
の
部
落
地
域
集
団
電
話
が
今
年

十
一
月
に
開
通
予
定
で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
電
話
は
、
全
部
ダ

イ
ヤ
ル
式
で
全
国
ど
こ
に
で
も
通
じ
ま

す
。
又
、
現
在
の
加
入
電
話
は
昭
和
四

十
九
年
度
に
ダ
イ
ヤ
ル
式
に
改
め
ら
れ



る
よ

う
計
画

さ
れ

て

い
ま
す

。

現

在
、
申
込

書
を

提
出
し

て

い
な

い

方
で
電
話
新
設

希
望

の
方
は

、
す
ぐ

申

込
み
し
て
下

さ
い
。
今
ま
で

申
込

書
を

提
出

し
て
、
ま

だ
開
通
し

て

い
な

い
方

は
改
め
て
申
込

書
を
提
出
す

る

必
要
は

あ
り
ま
せ
ん

。
な
お
、
電

話
台
を
販

売

す
る
会
社

が
各

家
庭
を
訪

問
し
て
電

々

公
社
、
郵

便
局

等
の
指
示

に
よ
り

必
要

な
も
の
と
し

て
売
り

つ
け
て

い
る
例

が

新
聞

等
に
報
導
さ
れ
て

い
ま
す
が

、
こ

れ
ら
の
電
話
台

は

Ｉ
切
電

々
公
社

、
郵

便
局
で
指

定
し

た
り
、

必
ず
入
用

の
も

の
と
し

て
業
者

と
連
絡
し

て

い
ま

せ
ん

。

か
ら
承
知
し
て
下

さ
い
。

く

ら

し

に

結

び

つ

い

た

簡

易

保

険

資

金

全
国
四

千
六
百
万
人

の
加
入
者

の
み

な
さ
ん
か
ら
、
毎
月
払

い
込
ま
れ

る
簡

易
保
険
の
保
険
料
は
、
将

来
保
険
金
や

配
当
金
と
し
て
お
支
払

い
す
る
ま
で
、

貴
重
な
財
産
と
し
て
郵

政
省
で
お
預

り

し
て

い
ま
す
。
こ
の

お
金
は
「
簡
易

保

険
資
金
」
と
し
て
み
な

さ
ん
の
生
活

に

結
び

つ
い
た

、
道
路
、
教
育
、
港
湾
、

交
通
、
教
育

、
病
院
等
公

共
施
設

の
整

備
拡
充

の
た

め
に
地
方
公

共
団
体

や
公

社
、
公
団
な

ど
を

通
じ
て
融
資

さ
れ
て

い
ま
す

。
昭
和
四

十
七

年
十
二
月
末
現

在
で
三

兆
五
百
億
円

に
も
の
ぼ
っ

て
い

ま
す
。
簡
易

保
険
で
は
、
こ

の
よ

う
に

膨
大
な
財
産
を
活
用
す
る
に
あ
た
り
、

安
全
確
実
に
、
な
る
べ
く
多
く
の
配
当

金
を
つ
け
る
た
め
有
利
に
、
普
及
率
の

高
い
保
険
で
す
か
ら
公
共
福
祉
の
た
め

活
用
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
四
十
八
年
度
の
簡
易
保
険
資

金
の
運
用
総
額
は
、
八
千
百
二
十
億
円

に
な
り
前
年
度
に
く
ら
べ
る
と
二
十
七

・
九
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
お
金
は
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
毎
月
払
込
ま
れ
る
保
険
料
と
運
用
に

よ
り
利
子
収
入
お
よ
び
弁
済
金
な
ど
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
昭
和
四
十

八
年
度
の
国
の
予
算
で
財
政
投
融
資
計

画
の
総
額
六
兆
九
千
二
百
四
十
八
億
円

の
う
ち
「
簡
易
保
険
資
金
」
は
十
；

七

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
い
ず
れ

も
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
福
祉
お
よ
び

地
域
社
会
の
発
展
と
密
接
に
結
び
つ
い

た
身
近
か
な
公
共
施
策
に
投
資
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
村
に
お
い
て
も
中
学
校
、

少
罕
校
、
簡
易
水
道
、
漁
港
、
商
工
会

舘
、
婦
人
会
舘
、
財
政
調
査
資
金
等
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
融
資
事
業
は
原
田
、
福
浦

漁
港
整
備
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
本
年
度
は
義
務
教
育
施
設
事
業
、
公

営
住
宅
事
業
は
全
額
簡
易
保
険
融
資
、

一
般
公
共
事
業
は
市
町
村
の
大
半
を
簡

易
保
険
資
金
で
分
担
し
て
い
ま
す
。
こ

の
様
に
直
接
私
達
の
住
み
よ
い
村
づ
く

り
に
役
立
て
、
そ
し
て
明
る
い
家
庭
を

つ
く
る
簡
易
保
険
は
、
加
入
者
の
み
な

さ
ん
の
保
障
あ
る
く
ら
し
に
役
立
つ
ば

か
り
で
は
な
く
村
の
発
展
に
大
き
な
役

割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。
簡
易
保
険
の

こ
の
よ
う
な
主
旨
内
容
を
ご
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
今
後
共
、
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
ま
ち
し
て
い

ま
す
。

佐
井
郵
便
局

戸
籍
の
窓
口

十
月
二
十
四
日
現
在

○
お
誕
生
お
め
で
と
う

横
浜

美
智
子
（

仁

）
磯
谷

若
山

美

幸
（

政

）
古
佐
井

太
田

勝

定
（
誠
三
）
古
佐
井

宮
川

洋

平
（

清

）
大
佐
井

舘
脇

修
。

（

豊

）
古
佐
井

内
田

麗

子
（
信
義
）
古
佐
井

○
ご
結
婚
お
め
で
と
う
。

田
中

壽

（
福
浦
）

（
川
村

和
子
（
青
森
市
）

山
本

勝
利
（
室
蘭
市
）

（
関

い
み
子
（
大
佐
井
）

江
橋

勝
州
（
西
木
村
）

石

村
美
江
子
（
古
佐
井
）

千
葉

貞
夫
（
松
尾
村
）

（
舘
脇
ち
゛
子
（
矢
越
）

道
林

秋
男
（
森
町
）

（
五
十
嵐
明
美
（
原
田
）

中
村

久
平
（
矢
越
）

（
心

茂
子
（
美
唄
市
）

天

野

恵
生
（
豊
島
区

）

（
松
谷

し
げ
（
大
佐
井

）

小

沢

哲

（
静
岡

市

）

（
舘
脇

゜
め
（
矢
越

）

鈴
木

克
司

（
浜
松
市

）

（
田
名

部
睦

子
（
古

佐
井

）

菊

池

幹
（
中

野
区

）

（
小
林

ミ
サ
オ
（
古

佐
井

）

佐

々
木
卓
造

（
青
森
市
）

（
越
野
八
千
代

（
野
平
）

吉
野

克
己

（
福
生
市

）

（
竹
内

゛

゛
子

（
牛
滝

）

久
保

俊
一
（
川
辺

町
）

（
松
木

敏
子
（
原
田

）

瀬
原

達
雄
（
大
佐
井

）

（
上

山

洋
子
（
川
旦

○

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま

す

品
田

善
一
（
セ

ッ

）
古
佐
井

大
堀

清

（

じ
ゅ
ん

）
古

佐
井

村

政

の

窓

口

九

月

十
三

日

老
人
健
康
診
断

十
四

日

八
幡
宮
祭
典

十
五

日

八
幡
宮

祭
典

十
六
日

八
幡
宮

祭
典

二

十
日

税
務
研

修
会

二

十
一
ロ
ー

秋
の
交
通

安
全
運
動

パ
レ

ー
ド

ニ
十
二

日

一
町
ニ

ケ
村
陸
上
競

技
大
会

結
団
式

二
十
五
日

道
交

法
講
習
会

二
十
六
日

定
例

議
会

二

十
九
日

牛
滝
福
祉
会
舘

落
成

式

十
月

一
日

百
条
委
員
会

（
議
会
）

二
日

特
別
委
員
会

（
議
会
）

四
日

振
興
計
画
審
議
会

五
日

佐
井
大
字
校
百
周
年

記
念
協
賛
会

十
日

少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

十
七
日

家
庭
健
康
大
学

二
十
日

国
有
林
野
活
用
対
策

協
議
会

こ

よ

み

と

行

事

十
一
月

三
日

文
化
の
日

ゴ
ミ
収
集

五
日

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

結
成
大
会

六
日

ゴ
ミ
収
集

七
日

健
康
大
学
、
立
冬

八
日

政
治
討
論
会

九
日

ゴ
ミ
収
集

十
一
日

母
親
学
級
、
ゴ
ミ
収

集

十
四
日

健
康
大
学

十
五
日

地
域
集
団
電
話
開
通

式
、
ゴ
ミ
収
集
、
七

五
三

十
八
日

ゴ
弋
収
集

二
十
一
日

健
康
大
学
：
ヲ
卮

集

二
十
三
日

勤
労
感
謝
の
日

二
十
四
日

ゴ
ミ
収
集

二
十
七
日

ゴ
ミ
収
集

三
十
日
日

ゴ
ミ
収
集

十
二
月

三
日

ゴ
ミ
収
集
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